
　

第
４
次
府
中
市
行
政
改
革
で

は
、
計
画
的
な
財
政
運
営
や
コ

ス
ト
意
識
を
持
ち
、
次
の
主
な

５
項
目
を
、
さ
ら
に
具
体
化
し
、

細
分
化
し
た
43
項
目
の
重
点
項

目
を
掲
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

重
点
項
目
に
掲
げ
る
主
な
項
目

１�　

歳
入
見
直
し
に
よ
る
増
収

と
、
歳
出
の
抑
制
を
推
進
す

る
こ
と
で
の
財
政
の
健
全
化

２　

地
域
に
お
け
る
協
働
の
推
進

３　

業
務
改
善
の
取
り
組
み

４　

民
間
委
託
等
の
推
進

５�　

組
織
・
制
度
の
見
直
し
、

人
材
育
成
の
推
進

行
政
改
革
の
基
本
は
、
組
織
・ 

人
材
育
成
で
す

　

改
革
を
進
め
る
の
は
、
組
織

・
人
材
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ

り
よ
い
地
域
・
市
民
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
、
職
員
の

人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

改
革
の
結
果
を
公
表
し
ま
す

　

重
点
項
目
を
着
実
に
実
行
す

る
た
め
に
、
毎
年
度
、
進
捗
管

理
と
検
証
を
行
い
、
計
画
達
成

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
結

果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公

開
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

施
設
を
利
用
す
る
人
が
自
ら

施
設
の
安
全
情
報
を
確
認
し
、

防
火
上
の
安
全
性
を
判
断
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
、
不
特
定
多

数
の
人
々
が
利
用
す
る
ホ
テ
ル

・
旅
館
・
百
貨
店
な
ど
で
、
一

定
の
防
火
上
の
基
準
に
適
合
し

た
施
設
を
、
福
山
地
区
消
防
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し

て
い
ま
す
。

　

制
度
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明

は
、
福
山
地
区
消
防
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
福
山
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
も
、
制
度
説
明
の
映
像
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
中
市
で
は
、
限
り
あ
る
財

　
　
源
を
有
効
に
活
用
し
、
効

率
的
な
行
政
運
営
を
行
う
た
め
、

民
間
活
力
の
導
入
や
、
職
員
数

・
給
与
の
適
正
化
、
事
務
経
費

の
削
減
、
さ
ら
に
機
構
の
見
直

し
な
ど
の
行
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
行
政
改
革
は
、
一
定
の
効
果

を
あ
げ
て
き
ま
し
た
が
、
少
子

高
齢
化
や
増
大
す
る
社
会
福
祉

費
な
ど
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、

引
き
続
き
改
革
を
進
め
る
た
め
、

第
４
次
府
中
市
行
政
改
革
大
綱

を
策
定
し
ま
し
た
。

第４次府中市　　　　　　を策定しました行政改革大綱　　　　　　　

問い合わせ先　福山地区消
　防局予防課（☎０８４-９
　２８-１１９２）

防火・避難基準適合
防火対象物公表制度

福山地区消防局のホーム

ページにつながります。

問い合わせ先　人事秘書課（☎４３-７１０５）

府

　行政改革大綱を策定するに当たり、そ
の内容について審議会を開催しました。
審議会の委員の皆さまからの主なご意見
は、次のとおりです。

▽ �複雑多様化する行政ニーズに応え、市
民サービスの向上を図るため、選択と
集中を基本とし、効率的な行政運営を
目指して取り組むこと。

▽�経費削減を目的とするだけではなく、
経営感覚を取り入れて、無駄を省くこ
とにより得られた財源・人的資源を基
に、人口減対策、まちの活性化など市
民サービス向上に、職員一丸となって
の取り組みに努めること。

▽�職員の人材育成および能力向上に積極
的に取り組み、チャレンジ意欲のある
職員の育成につながる施策を講じること。
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